
ＪＲ東海労ニュース

防衛省は12月13日夜、沖縄県うるま市で普天間飛行場所属のＭＶ22オスプレイが海

上に不時着したと伝えました。機体は胴体と翼が分離し大破しました。いつかは起こ

るべき事故がとうとう発生したのです。

稲田防衛大臣は「自発的に着水した。墜落ではない」と見解を示しましたが、誰が

どう見ようと「不時着」ではなく墜落と言った方が適切です。

安倍政権はかつて、オスプレイ配備に対して「安全宣言」を発しました。この「安

全宣言」は一体何だったのでしょうか？普天間飛行場のオスプレイは、静岡県御殿場

市キャンプ富士、山口県岩国基地、東京都横田基地、神奈川県厚木基地にも飛来して

います。沖縄のみ

ならず、本州にお

いても事故のリス

クはあり得ます。

私たちは、オス

プレイを国内から

全て撤退するよう

に訴えます。そし

て、沖縄の仲間と

連帯し、平和な社

会を目指すために

闘います。

沖縄でオスプレイ大事故！
直ちに配備をやめろ！
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